
今月の主な内容 今月の表紙
１月 24 日（日）、文化センターで「みんなで
描こう！笑顔あふれる“きみのビジョン”地域
活性化シンポジウム」が開催されました。「こ
れからのつながりと協働のカタチについて」を
テーマに催されたパネルディスカッション。
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光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の

開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

紀
美
野
町
で
は
町
内
に
光
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
未
整
備

地
域
が
多
く
、
こ
の
情
報
格
差
解

消
の
た
め
に
実
施
し
て
き
ま
し
た

光
通
信
網
整
備
事
業
が
完
成
し
、

２
月
４
日
に
光
サ
ー
ビ
ス
開
始
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

美
里
支
所
で
行
わ
れ
た
開
始
式

に
は
関
係
者
約
30
人
が
出
席
。
寺

本
町
長
が
「
こ
の
整
備
で
地
域
の

情
報
格
差
が
な
く
な
り
、
安
全
で

快
適
な
町
民
の
生
活
環
境
を
構
築

し
、
過
疎
化
の
抑
制
や
定
住
の
促

進
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
関

係
者
が
サ
ー
ビ
ス
開
始
の
ボ
タ
ン

を
押
し
て
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、光
回
線
を
活
用
し
、

美
里
支
所
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
和
歌

山
支
店
を
テ
レ
ビ
電
話
で
つ
な
い

で
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
祝
い
ま
し

た
。
こ
の
事
業
に
よ
り
町
全
域
が

光
提
供
エ
リ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
町
が
整
備
費
用

の
一
定
額
を
負
担
す
る
事
で
電
気

通
信
事
業
者
の
参
入
を
募
り
、
民

設
・
民
営
方
式
に
よ
り
基
盤
整
備

を
行
い
、
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
町
民
が
利

用
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
も
の

で
、
公
募
の
結
果
、
西
日
本
電
信

電
話
株
式
会
社
和
歌
山
支
店
が
工

事
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
住
民
の
皆
様
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
ま
た
は
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

事
業
者
と
契
約
し
、
光
ケ
ー
ブ
ル

を
家
に
引
込
む
工
事
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
費
用
は
工
事
費

と
毎
月
の
利
用
料
が
か
か
り
ま

す
。

【
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
問
合
せ
】

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

℡
０
１
２
０
‐
１
１
６
‐
１
１
６

受
付
時
間　

９
時
～
17
時（
土
、

日
、
祝
日
も
受
付
）

※
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者

は
、
各
事
業
者
の
窓
口
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成 28 年 1 月 1 日で紀美野町が誕
生して 10 周年を迎えました。この機
会にみなさまのご参加により、新町誕

生からの10年を振り返り、10 周年を祝うとともに、
まちづくりへの関心を高め、これから未来に向けた
新たな出発点として開催します。皆様のご参加をお
待ちしております。

日時　平成 28 年 3 月 6 日（日）　13 時～ 16 時
場所　紀美野町文化センター　みさとホール

日程　13 時 00 分
　　　　 紀美野町のあゆみ　（ビデオ放映）
　　　　 開式（町民歌斉唱、挨拶）
　　　　 記念表彰（一般表彰、自治功労表彰）
　　　　 来賓祝辞

　　　14 時 30 分
　　　　 記念講演（町民大学講座）　（90 分）
　　　　 「地域の個性を引き出す力」

　　　　　 講師　金丸弘美氏（食環境ジャーナリスト）

■プロフィール
1952 年生まれ。
佐賀県唐津市出身。
食の総合プロデユーサー。
食環境ジャーナリスト。

「地域デザイン」をテーマに
全国の地域活動のコーディ
ネート、アドバイス事業、
執筆活動などを行う。
行政機関と連携した職から
の地域創り、特産品のプロ
モーション、食育事業のア
ドバイザーとして活動。

紀美野町誕生10周年記念式典開催

写真左から中澤 NTT 西日本和歌山支店長、小椋議長、寺本町長、
岡本海草振興局長

NTT 西日本和歌山支店とテレビ電話で話す寺本町長
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み
ん
な
で
描
こ
う
！
笑
顔
あ
ふ
れ
る
“
き
み
の
ビ
ジ
ョ
ン
”

地
域
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
!!

第
14
分
団
第
３
部
消
防
格
納
庫　
完
成
!!

２
月
12
日
に
竣
工
式

１
月
24
日（
日
）文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
「
み
ん
な
で
描
こ
う
！
笑
顔

あ
ふ
れ
る
“
き
み
の
ビ
ジ
ョ
ン
”

地
域
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
し
、
町
内
外
か
ら
約
２
７
０

名
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
紀
美
野
町
が

総
務
省
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

受
入
体
制
・
サ
ポ
ー
ト
体
制
構
築

の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
」
を
受
け

て
開
催
し
た
も
の
で
す
。
全
国
で

は
１
，
５
０
０
人
を
超
え
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
が
活
動
し
て
い

ま
す
が
、
必
ず
し
も
円
滑
な
活
動

が
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
当
モ
デ
ル
事
業
は
、
こ
う

し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
隊
員
が
慣

れ
な
い
地
域
で
も
円
滑
な
活
動
が

行
え
る
よ
う
自
治
体
が
地
域
住
民

や
団
体
等
と
連
携
し
て
受
入
体
制

や
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
こ

う
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
す
。

第
一
部
で
は
、
和
歌
山
大
学
観

光
学
部
長
の
藤
田
武
弘
教
授
に
よ

る
「
地
域
と
外
部
人
材
と
の
協
働

の
カ
タ
チ
に
つ
い
て
」
の
基
調
講

演
の
後
、
同
大
学
観
光
学
部
の
学

生
か
ら
紀
美
野
町
で
実
施
し
て
い

る
地
域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
那
智
勝
浦
町
色

川
地
域
振
興
推
進
委
員
会
会
長
の

原 

和
男
氏
か
ら
「
地
域
へ
外
部

人
材
を
受
け
入
れ
る
カ
タ
チ
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
の
講
演
が
行
わ

れ
た
後
、
東
京
農
工
大
学
の
福
井 

隆
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
、「
こ
れ
か
ら
の
つ
な
が
り

と
協
働
の
カ
タ
チ
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

出
演
者（
表
紙
写
真
：
左
か
ら
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

東
京
農
工
大
学

　
　

福
井
隆
教
授

パ
ネ
リ
ス
ト

　

和
歌
山
大
学
観
光
学
部
長

　
　

藤
田
武
弘
教
授

　

那
智
勝
浦
町
色
川
地
域
振

　

興
推
進
委
員
会

　
　

原 

和
男
会
長

　

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
課

　
　

西
岡
靖
倫
課
長

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員　

　
　

蜂
木
久
夫
さ
ん

　

和
歌
山
大
学
観
光
学
部

　
　

足
利
帆
波
さ
ん

伊勢志摩サミットの成功に向けて !!
テロの未然防止に向けた活動へのご協力を
お願いします。　　　　　　　　　　　　

本年５月２６日、２７日の両日、三重県志摩市の賢
島において、第４２回主要国首脳会議「伊勢志摩サミッ
ト」が開催されます。
警察では、世界的に大きな注目を集める本会議にお
いて、テロを防止するために諸対策を推進しています。

 不審者（物）の発見のポイント
〇見慣れない人（物）が長時間、同じ場所にいる（ある）
〇常に人の目を気にしている
〇話しかけても応じない
〇自分の住所や名前を間違える

不審者（物）を発見したときは、１１０番通報もし
くは最寄りの警察署、交番に通報してください。

海南警察署　℡　０７３－４８２－０１１０

和歌山大学観光学部長　藤田武弘教授

地域インターンシッププログラムについて発表する和歌山大学
観光学部の学生の皆さん

那智勝浦町色川地域振興推進委員会会長
原　和男氏

２
月
12
日
、
紀
美
野
町
消
防
団

第
14
分
団
第
３
部
消
防
格
納
庫

（
小
西
地
区
）
の
竣
工
式
が
、
町
、

町
議
会
、
消
防
団
員
ら
関
係
者
約

20
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
神
事

の
あ
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、

新
し
い
消
防
格
納
庫
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

完
成
し
た
消
防
格
納
庫
は
、
鉄

骨
造
平
屋
建
て
、
延
べ
面
積
63
・

00
㎡
で
、
消
防
車
輌
車
庫
、
団
員

詰
所
を
有
し
、
敷
地
内
に
は
駐
車

場
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
地
域
の
防
火
・
防
災
の
活
動

拠
点
と
な
り
ま
す
。
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◎海南税務署は、土・日・祝日は閉庁しております。
また、税務署へお越しの方は、駐車場及び周辺道
路が非常に混雑しますので、電車バス等をご利用
ください。
【問い合わせ先　海南税務署　073-482-0900】

★今年も確定申告の期限が迫ってきました。所得金
額及び税額を正しく計算し、期限内に申告・納税を
済ませましょう。

★誤った申告をしたりすると、納税額の他に加算税
が賦課される場合があるほか、延滞税を併せて納
付しなければならない場合がありますので、ご注
意ください。

『必ずチェック 最低賃金！使用者も 労働者も』
最低賃金の名称　和歌山県最低賃金
最低賃金額　　　時間額７３１円
効力発生日　　　平成 27 年 10 月２日
適用範囲　　　　和歌山県内で働くすべての労働者とその使用者

仮に最低賃金額より低い賃金を労使合意で定めても、法律
により無効とされ、最低賃金額と同額の定めをしたものとみ
なされます。

詳しいことは、和歌山労働局賃金室（℡ ０７３－４８８
－１１５２）又は最寄りの労働基準監督署へお問い合わせく
ださい。

○平成28年度国税専門官採用試験について

受 験 資 格

１　昭和 61 年４月２日～平成７年４月１日生まれの者
２　平成７年４月２日以降生まれの者で次に掲げるもの

⑴　大学を卒業した者及び平成 29 年３月までに大学を卒業する見込みの者
⑵　人事院が⑴に掲げる者と同等の資格があると認める者

申込受付期間
平成 28 年４月１日（金）～４月 13 日（水）
原則として、インターネット申込みとなります。
インターネット申込専用アドレス [http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html]

試 験 日 第１次試験　５月 29 日（日）
第２次試験　７月 12 日（火）～７月 20 日（水）

合格者発表日 第１次試験合格者発表日　　平成 28 年６月 28 日（火）
最終合格者発表日　　　　　平成 28 年８月 22 日（月）

採 用 予 定 数
１　採用予定数については、別途、人事院ホームページに掲載します。
２　採用予定数は変動することがあります。
　　最新情報は人事院ＨＰで確認してください。

問 合 せ 先
大阪国税局人事第二課 ( 試験係 )（℡ 06-6941-5331）
海南税務署総務課（℡ 073-482-0900）

（採用に関する情報は、国税庁ＨＰ [http://www.nta.go.jp]「採用案内」にも掲載しています。）

○納付期限と振替納税の利用について
確定申告による所得税及び復興特別所得税の納期限は平成28年３月15日(火)です。申告書の提出後に、納付書の送付や

納税通知等による納税のお知らせはありません。納付には便利な振替納税を是非ご利用ください。

振替納税を利用

振替日（平成 28 年４月 20 日 ( 水 )）に指定の金融機関の預貯金口座から自動的に引き落とされます。
事前に口座の残高をご確認ください。
＊振替納税をお申込みの場合は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を平成 28 年３月 15

日 ( 火 ) までに提出してください。
＊振替納税は申告期限までに申告書を提出された場合に限り利用できます。
＊転居等により所轄税務署が変わった場合や、既に振替納税で指定している金融機関や口座を変更す

る場合には、新たに振替納税（変更）の手続が必要となります。
＊インターネット専用銀行等の一部金融機関及びインターネット支店等の一部店舗では、振替納税が

利用できませんので、ご利用の可否については取引先の金融機関にご確認ください。

現 金 で 納 付

現金に納付書を添えて、納期限（平成 28 年３月 15 日 ( 火 )）までに金融機関（歳入代理店）又は所
轄税務署で納付してください。納付書をお持ちでない方は、税務署又は所轄税務署管内の金融機関に
用意してある納付書を使用してください。
＊金融機関に納付書がない場合には、所轄の税務署にご連絡ください。

電子納税を利用 自宅やオフィス等からインターネット等を利用して納付できます。
詳しくは、e-Tax ホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

海 南 税 務 署 か ら の お 知 ら せ
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国保野上厚生総合病院だより （職員紹介　）

本館３階病棟は、
外科・整形外科・
眼科などの手術を
受けられる患者様
が入院されていま
す。看護職員は３０名でエネルギッシュなスタッフが揃っ
ているので、明るくてアットホームな病棟を目指し、患
者様に気軽に声をかけてもらえるように努力しています。
外科の手術を受けられた患者様や転倒により骨折をさ

れた患者様が、安心して入院前の生活に戻れるように、
医師やリハビリスタッフ、薬剤師、栄養士など様々な職
種と連携を図り、患者様の療養生活を支えていきたいと
思っていますので、これからも宜しくお願いいたします。

11

国保野上厚生総合病院
本館３階病棟

トレーニングマシンを使った運動教室を開催します。
皆様で一緒に気持ち良い汗を流しませんか？

と　き：平成２８年４月８日～　毎週金曜日
期　間：3 カ月
時　間：午前９時３０分～１１時３０分
場　所：総合福祉センター２階　トレーニングルーム
内　容：ストレッチ・筋力トレーニング　等

●対象者　
概ね 65 歳以上で、要介護認定のない方及び主治医か
ら運動を止められていない方 

●定　員　：　約１６名
※できるだけ休まずにご参加ください。
※保険代は自己負担です。

お問合せ・お申込みは　
　保健福祉課　
　☎ 489-9960 まで

この教室は、トレーニン
グマシンを使用し、軽い負
荷で身体を動かすことで、
老化や障害により動かさな
くなった関節の動作性を改
善しようとするものです。

◎美里ふるさと講座〔第６回〕のお知らせ
長年、美里町誌の編纂に携わられた森下誠先生による「美

里ふるさと講座（第６回）」を開催します。古文書等の史料
からかつての美里地域で起こった出来事を、親しみやすくお
話いただきます。本年度最後の講座です。ご近所お誘い合わ
せのうえぜひお越しください。なお、会場準備の都合があり
ますので、事前にお申し込みください。

■テーマ「お伊勢参りの社会学」
観光旅行のルーツ「伊勢参り」のお話です。江戸時代の

作法にのっとった先祖たちの「正調伊勢参り」と、時折発
生する「ハチャメチャ暴走参拝」この二つの伊勢参りを地
元史料からご紹介いただきます。

■日　時　平成 28 年３月 10 日 ( 木 )　13 時 30 分から 15 時
■場　所　美里支所３階会議室
■講　師　元美里町誌編纂室長　森下 誠 氏
■主　催　まちづくり推進協議会　紀美野史発見部会

〔問い合わせ・申し込み先〕
まちづくり課（美里支所内）
℡ 495 ‐ 3462　FAX495 ‐ 3334

国保野上厚生総合病院が
　　　　高性能なＭＲＩ装置を導入 !!

今年３月１日より、
ＭＲＩ装置も高性能な
１．５テスラ装置に入
れ替わり、本館１階整
形外科の横で稼働予定
です。今度のＭＲＩ装
置は、以前の機種より
ドームが広くなり、奥
行きも短くなり圧迫感
が和らぎます。撮影時

間の短縮、画質は勿論良くなります。そして更衣室横に
は化粧室も完備しました。
少しでも皆様に安心して検査を受けて頂けるよう心掛
けていますが、気になること、不安な事がございました
ら遠慮せず放射線室までご連絡ください。

国保野上厚生総合病院　放射線室
電話　073-489-2178（代）

28 年度
参加者募集

健康アップ・チャレンジ教室
のお知らせ

健康アップ・チャレンジ教室
のお知らせ

健康運動指導士が運動
の方法を楽しく教えて
くれます。
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子育て支援センターからのお知らせ
★こども園・保育所開放のご案内

○ 3 月 14 日（月）・28 日（月）：きみのこども園　℡ 489 － 2144
○ 3 月　2 日（水）・16 日（水）：神野保育所　　　℡ 495 － 2049
○ 3 月　9 日（水）・23 日（水）：毛原保育所　　　℡ 499 － 0131

★遊びの教室のご案内
○コアラ　　　　3 月　9 日（水）9 時 30 分〜 11 時 30 分　子育て支援センター（お散歩）
○カンガルー　　3 月 17 日（木）9 時 30 分〜 11 時　　　　総合福祉センター
　　　　　　　　（17 日は栄養士による栄養相談も行っています。）
※申し込み：子育て支援センター℡ 489 － 2144（留守の場合はきみのこども園）
　（今年度初めて参加ご希望の方は、お申し込みください。）

★子育て支援センター・文化センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】 動木 156（℡ 489 － 2144）
　　　　　　　　　　 月〜金曜日（土・日・祝は休み）（9 時～ 12 時・13 時～ 16 時）
　　　　　　　　　　 3 月 14 日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・栄養士による栄養相談

【文 化 セ ン タ ー】神野市場 217（℡ 495 － 9055）
　　　　　　　　　　 毎月第 2・4 週の木曜日（9 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　 3 月 24 日（木）は栄養士による栄養相談

【育児相談】子育て支援センターでは随時行っています。
　　　　　 きみのこども園・保育所でも相談を行っています。
　　　　　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成等を行います。（予約制） 3 月 14 日（月）
3 月 28 日（月）　　
　　　　9 時 30 分〜 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回の健康相談時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

検 便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望
される方には、精神科医師が相談に応じます。（要予約）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

3 月　9 日（水）13 時 30 分〜
3 月 23 日（水）13 時 30 分〜

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

3 月 14 日（月）
3 月 28 日（月）10 時 30 分〜 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日
（祝日除く）　　

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

平成27年度　　　　　　　　　　　　
海南海草バリアフリー交流会の開催

障害者福祉に関する理解と認識を深めるとともに障害の
ある人とない人がお互いに理解と交流を深めることが目的
です。
■日時：平成 28 年３月 13 日（日）
　　　　13：30 ～ 15：30（受付 13：00 ～）
■場所：動物愛護センター（紀美野町国木原 372）
■内容：障害者差別解消法について
　　　　講演「誰でも、どんな時でも
　　　　　　　　　元気になれる（笑える）、笑いヨガ！」
　　　　　講師　ラフターヨガ・わかやま　藤島壽子　氏
　　　　＊作業所の自主製品の販売等もあります
■申込：参加費無料　参加申し込み不要です
　　　　（手話通訳者及び要約筆記者の配置があります）
■問い合わせ先：海草振興局健康福祉部保健福祉課
　電話４８２－０６００　FAX　４８２－３７８６

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8時 30 分～ 17 時 15 分）　℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17時15分以降）　℡４８９－２４３０
〔場　所〕紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

健康相談のお知らせ　（３月の日程）
■場　所　総合福祉センター
■と　き　毎週水曜日　2日、9日、16日、23日、30日
■時　間　９時～ 11時　
■対象者　住民すべての方
■内　容　健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談・離乳食の相談・健診結果の相談　等
各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後
のよりよい生活につなげましょう。
生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じ
ますので、お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
■問い合わせ　保健福祉課（℡４８９－９９６０）

健 康 ・ 福 祉 ガ イ ド
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

健康づくり情報Ｖｏｌ．８
★認知症の早期発見★
認知症もほかの病気と同じように、早期発見・早

期診断・早期治療が有効です。
早期に発見し、正しく診断・治療を受けることに

よって症状の進行を緩やかにすることができます。
また、早期から適切な相談・助言を本人・家族が

受けることができ将来に備えることができます。

下記のチェックリストは医学的な判断基準ではあ
りませんが「認知症の人と家族の会」会員の経験か
らまとめた早期発見の目安です。

日常の暮らしの中でいくつかに思い当たることが
れば一度専門家に相談してみるとよいでしょう。

もの忘れがひどい
□電話を今切ったばかりなのに、相手の名前を忘

れる。
□同じことを何度も言う・問う・する
□しまい忘れ・置き忘れが増え、いつも同じ探し

物をしている
□財布・通帳・衣類などを盗まれたと人を疑う

判断・理解力が衰える
□料理・片付け・計算・運転などのミスが多くな

った
□新しいことが覚えられない
□話のつじつまが合わない
□テレビ番組の内容を理解できなくなった

乳がんの早期発見のために
乳がんで亡くなる人は毎年増加を続け、中高年女
性の死亡第１位です。20 歳を過ぎたら月１回の自己
検診でしこりがないか確認し、40 歳を過ぎたら自己
検診と２年に１回の乳がん検診をお勧めします。

乳がんになりやすい人
●近親者に乳がんに罹った人がいる。
●過去に乳がんや乳腺症に罹ったことがある。
●肥満（動物性脂肪を多く摂る人）
●喫煙している　　●初潮が早く閉経が遅い
●出産経験がない　●授乳経験が少ない
●高齢初産　　　　●ホルモン療法を受けている

自己検診のポイント
●生理前後を避ける。
●閉経後は月１回日を決めて行う。
●しこりや異常を感じたら自己判断せず、すぐに
受診する。

時間・場所が分からない
□約束した日時や場所を間違えるようになった
□慣れた道でも迷うことがある

人柄が変わる
□ささいなことで怒りっぽくなった
□周りへの気遣いがなくなり、頑固になった
□自分の失敗を人のせいにする
□「このごろ様子がおかしい」と周囲から言われ

た

不安感が強い
□ひとりになると怖がったりさみしがったりする
□外出時、持ち物を何度も確かめる
□「頭が変になった」と本人が訴える

意欲がなくなる
□下着を変えず、身だしなみに構わなくなった
□趣味や好きなテレビ番組に興味を示さなくなっ

た
□ふさぎ込んで何をするのもおっくうがり、いや

がる

個人差もありますが、いくつか思い当たることが
あればかかりつけ医や地域包括支援センターに相談
しましょう

※地域包括支援センターは健康や医療・介護・認知
症、その他あらゆる相談に応じます。
電話番号：４８９－９９６０（保健福祉課内）

毎年３月１日～８日は「女性の健康週間」です。

乳がん検診の勧め
紀美野町では、40 歳以上の女性に無料で乳がん検
診を行っています。
内容は医師の触診とレントゲン（マンモグラ
フィー）です。
詳細はホームページか、保健福祉課までお問い合
わせください。

鏡を見て確認しましょう
●乳房の形の変化
●ただれやひきつれ、腫れ
●乳頭からの分泌物

乳房を触って確認しましょう
●乳房やわきの下にしこりがないか親指以
外の４本の指の腹でやさしくなでるよう
に触ってください。入浴時石鹸をつける
としやすいです。
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ご存じですか？国民年金の任意加入制度

老齢基礎年金（６５歳から受けられる年金）は、２０歳か
ら６０歳になるまでの ４０年間保険料を納めなければ、満
額の年金を受け取ることができません。
国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付済期
間が４０年間に満たない場合は、６０歳から６５歳になるま
での間に国民年金に任意加入して保険料を納めることによ
り、満額に近づけることができます。
なお、老齢基礎年金を受けるためには保険料の納付済期間
や保険料の免除期間等が原則として２５年以上必要となりま
すが、この要件を満たしていない場合は、７０歳になるまで
任意加入することができます。（ただし、昭和４０年４月１
日以前に生まれた方に限られます。） また、海外に在住する
日本国籍を持つ方も、国民年金に任意加入することができま
す。
【問い合わせ】
住民課　　　　　　　℡ ４８９－５９０３
美里支所住民室　　　℡ ４９５－３４６４
和歌山西年金事務所お客様相談室　℡ ４４７－１６６０

マイナンバーカード（個人番号カード）
交付の臨時専用窓口の開設について
下記の日程において、マイナンバーカード交付の臨時
専用窓口を開設いたしますので、交付通知書（郵便はが
き）がご自宅に届いた方は、当通知書に記載しておりま
す書類等をご持参のうえ、申請者本人が受取りにお越し
ください（※）。
なお、交付場所は、当通知書の表面（剥離シールをは
がして、ご確認ください。）に記載されておりますの
で、お間違えのないようお越しください。また、カード
受取りにかかる時間は、１人20分程度です。場合によっ
ては、待ち時間が大変長くなることがございますので、
ご了承ください。
※病気や身体の障がい等、やむを得ない理由により本人
が来庁できない場合は、代理人の方が受取ることがで
きます。詳細については、下記までお問い合わせくだ
さい。

【日　時】　平成28年３月12日（土）・13日（日）
　　　　　　　　　　　　26日（土）・27日（日）
　　　　　　　　　　　　８時30分～11時30分

【問い合わせ】　住民課　　　　　℡　073（489）5920
　　　　　　　　美里支所住民室　℡　073（495）3463

○和歌山労働局総合労働相談コーナー（和歌山労働総合庁舎 3F）
　（所在地）　和歌山市黒田２－３－３
　（電　話）　０７３－４８８－１０２０

○和歌山総合労働相談コーナー（和歌山労働総合庁舎 1F）
　（所在地）　和歌山市黒田２－３－３　和歌山労働基準監督署内
　（電　話）　０７３－４８８－１２００

調理スタッフ募集 !!
「命をつなぐ食の提供を目ざして」
平成 24 年４月に給食棟が完成、一年中快適温度で明

るく清潔な新厨房が誕生。嚥下食ﾚｼﾋﾟ賞のコンテストで、
６年連続受賞しています。アイデアいっぱいのおやつ作
りや食欲不振の方に、又入院中の食の楽しみに調理師個
人々の努力が患者さんの命を繋ぎます。
こんな食環境で働いてみませんか？経験・資格は問い

ません。
どんな所なのか、どんな仕事なのかと不安に思われる

方に職場見学や体験も実施しています。また勤務時間や
仕事内容について詳しく聞いてみたいと思われる方は、
お気軽にお問い合わせ下
さい。
お待ちしています。
野上厚生総合病院
栄養課
電 話 　073-489-4430
FAX 　073-489-2946

掲
示
板
移
転
の
お
知
ら
せ

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
し

ま
せ
ん
か
　
～
解
決
を
お

手
伝
い
し
ま
す
～
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《
保
健
福
祉
課
》

■
業
務
内
容　

事
務
の
補
助
（
申

請
受
付
な
ど
）     

■
募
集
人
員　

４
人

■
雇
用
期
間　

①
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

28
年
９
月
30
日  

６
ヶ
月
間　

１
人
（
更
新
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）

②
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

28
年
８
月
31
日  

５
ヶ
月
間　

１
人

③
平
成
28
年
５
月
１
日
～
平
成
28

年
７
月
31
日　

３
ヶ
月
間　
　

１
人

④
平
成
28
年
５
月
１
日
～
平
成
28

年
６
月
30
日　

２
ヶ
月
間　
　

１
人

■
賃
金　

日
額　

５
，
８
０
０
円 

（
昇
給
・
賞
与
及
び
退
職
金
な
し
）    

■
勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17
時

15
分
（
休
憩
１
時
間
含
む
）   

■
勤
務
予
定
地　

①
②
は
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
、③
は
役
場
本
庁
、

④
は
役
場
美
里
支
所

■
雇
用
条
件　

18
歳
以
上
概
ね
65

歳
ま
で
の
人

※
パ
ソ
コ
ン
の
操
作（
エ
ク
セ
ル
・

ワ
ー
ド
な
ど
）
が
で
き
る
人　

■
加
入
保
険　

健
康
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組

合
規
約
に
よ
る

《
総
務
学
事
課
》

■
募
集
職
種　

学
校
校
務
員

■
募
集
人
数　

１
人

■
職
務
内
容　

校
務
員

■
賃
金　

時
給　

７
５
０
円

（
社
会
保
険
、
昇
給
、
賞
与
及

び
退
職
金
：
無
）

■
勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日　

５
時
45
分

か
ら
８
時
45
分　

休
日
：
毎
週

土
、
日
曜
日
、
国
民
の
休
日

■
勤
務
場
所　

毛
原
小
学
校

■
申
込
方
法　

履
歴
書
持
参
又

は
、
郵
送
（
必
着
）
に
よ
り
平

《
産
業
課
》

■
業
務
内
容　

農
業
政
策
事
務
補

助
及
び
現
場
確
認
業
務

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間　

平
成
28
年
４
月
～

９
月
ま
で
の
期
間　
（
更
新
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

■
賃
金　

日
額　

５
，
８
０
０
円

（
昇
給
・
賞
与
及
び
退
職
金
な
し
）

■
勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日
８
時
30
分
～

17
時
15
分（
休
憩
１
時
間
含
む
）

■
雇
用
条
件　

18
歳
以
上
概
ね
65

歳
ま
で
の
人

※
パ
ソ
コ
ン
の
操
作（
エ
ク
セ
ル
・

ワ
ー
ド
な
ど
）
及
び
自
動
車
の

運
転
が
で
き
る
人

■
加
入
保
険　

健
康
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
、
雇
用
保
険　

有

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村

成
28
年
３
月
18
日
（
金
）
ま
で

に
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
月

曜
日
～
金
曜
日
の
８
時
30
分
～

17
時
15
分

■
申
込
先　

紀
美
野
町
教
育
委
員

会　

総
務
学
事
課　

℡
４
８
９

‐
５
９
１
０

■
選
考
方
法　

面
接
試
験　

試
験

日
・
試
験
場
所
は
、
追
っ
て
通

知
し
ま
す
。

■
雇
用
期
間　

平
成
28
年
４
月
～

平
成
28
年
９
月
（
更
新
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。）

■
災
害
補
償
は
和
歌
山
県
市
町
村

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組

合
規
定
に
よ
る
。

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組

合
規
約
に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

応
募
者
に
追
っ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
役
場

■
申
込
方
法
及
び
締
切
り　

平
成

28
年
３
月
14
日
（
月
）
17
時
15

分
ま
で
に
履
歴
書
（
運
転
免
許

証
の
コ
ピ
ー
添
付
）
を
持
参
も

し
く
は
郵
送(

必
着)

に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

産
業
課

（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
１
）　

〒
６
４
０
‐
１
１
９
２　

紀
美

野
町
動
木
２
８
７
番
地

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日

平
成
28
年
３
月
22
日
（
火
）

■
試
験
場
所

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法
及
び
締
切
り

平
成
28
年
３
月
15
日
（
火
）

17
時
15
分
ま
で

履
歴
書
を
持
参
も
し
く
は
郵
送

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
雇
用
期
間
①
～
④
の
ご
希
望
を

申
し
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

保
健
福
祉
課

（
℡ 
４
８
９
‐
９
９
６
０
）

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１　

紀
美

野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
４

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

（
紀
美
野
町
地
域
見
守
り
支
援
員
）

■
業
務
内
容　

地
域
サ
ロ
ン
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
地
域
サ
ロ
ン

運
営  

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間　

平
成
28
年
４
月
１

日
～
平
成
28
年
９
月
30
日
（
更

新
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

■
賃
金　

　

月
給　

１
２
２
，
０
０
０
円

（
昇
給
・
賞
与
及
び
退
職
金
な
し
）    

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
曜
日
～
金
曜
日

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
休
憩

１
時
間
含
む
）   

■
雇
用
条
件　

18
歳
以
上
概
ね
65

歳
ま
で
の
人

※
パ
ソ
コ
ン
の
操
作（
エ
ク
セ
ル
・

ワ
ー
ド
な
ど
）
が
で
き
る
方
。

自
動
車
の
運
転
が
で
き
る
方
。

■
加
入
保
険　

健
康
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組

合
規
約
に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

平
成
28
年
３
月
22
日
（
火
）

■
試
験
場
所

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法
及
び
締
切
り　

平
28

年
３
月
15
日
（
火
）
17
時
15
分

ま
で　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

保
健
福
祉
課

（
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０
）

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１　

紀
美

野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
４

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）   

紀
美
野
町
臨
時
職
員
の
募
集

に
つ
い
て
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

天
文
教
室

「
み
さ
と
天
文
台

８ｍ
電
波
望
遠
鏡
10
周
年
」

町
民
体
力
測
定
会
＆
運
動
講
座
開
催

■
日
時　

３
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分
頃

■
会
場　

み
さ
と
天
文
台
月
の
館

■
参
加　

無
料
・
申
込
不
要

■
講
師　

佐
藤
奈
穂
子 

氏

（
客
員
研
究
員
・
和
歌
山
大
学
）

み
さ
と
天
文
台
の
空
の
庭
に
立

つ
「
８
ｍ
電
波
望
遠
鏡
」
と
、
電

波
天
文
の
お
話
を
し
ま
す
。
ま

た
、
天
の
川
か
ら
の
電
波
受
信
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
ま

す
。

■
日
時　

３
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
～
12
時

　

受
付　

９
時
～

　

測
定
開
始　

９
時
30
分
～

　

運
動
講
座　

10
時
30
分
～

■
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
公
園

■
参
加
対
象
者　

①
町
内
在
住
、

②
在
学
・
在
勤
の
小
学
生
以
上

の
方
、
③
社
会
体
育
登
録
団
体

に
加
盟
し
て
い
る
団
体
の
構
成

員
、
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る

方
■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み　

　

各
戸
配
布
の
き
み
のSpirit

に

つ
い
て
い
る
申
し
込
み
用
紙
に

記
入
し
、
３
月
14
日
（
月
）
ま

で
に
、
生
涯
学
習
課
・
文
化
セ

ン
タ
ー
・
保
健
福
祉
課
へ
提
出

（
Fax
可
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
上
履

き
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

※
万
一
の
事
故
・
け
が
に
備
え

て
、
１
日
傷
害
保
険
に
加
入
し

ま
す
。

■
日
時　
４
月
23
日（
土
）雨
天
中
止

■
コ
ー
ス　

海
南
駅
（
海
南
市
）

か
ら
紀
伊
宮
原
駅
（
有
田
市
）

（
歩
行
距
離
約
14
．
４
㎞
）

■
集
合　

中
央
公
民
館
前　

　

７
時
45
分
～
８
時
受
付

■
持
ち
物　

弁
当
・
飲
み
物
・
雨

具
・
防
寒
具
な
ど
ハ
イ
キ
ン
グ

に
必
要
な
も
の 

■
参
加
費　

２
，
５
０
０
円　

（
町
内
中
学
生
以
下
無
料
、
町

外
の
方
３
，
０
０
０
円
）

※
当
日
徴
収

■
主
催　

紀
美
野
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議・青
少
年
育
成
委
員
会

■
申
し
込
み　

３
月
30
日
（
水
）

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
左
記
参

照
、
往
復
は
が
き
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他 

・
は
が
き
１
枚
で
大
人
４
名
ま
で

・
定
員
80
名

・
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
の
こ
と

・
中
止
の
場
合
、
６
時
30
分
ご
ろ

代
表
者
に
電
話
で
連
絡
し
ま

す
。

（
は
が
き
に
電
話
番
号
必
ず
記
入
の
こ
と
）

■
問
い
合
わ
せ　
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

春
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集
！

～
新
緑
の
熊
野
古
道
を
た
の
し
む
～

〒640-1192

郵便番号

紀
美
野
町
動
木
２
８
７

紀
美
野
町
役
場

青
少
年
セ
ン
タ
ー

「
春
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
」
係

①参加希望者氏名
 （代表者）
②ご住所
③年齢･電話番号
④その他参加者
　氏名
⑤ご住所
⑥年齢･電話番号

　

ご
住
所

      　

お
名
前

返信

往信
※
返
信
面
は
空
白
の
ま
ま
で

【
体
力
測
定
】

　

握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座
体

前
屈
・
反
復
横
と
び
・
立
ち
幅

と
び
・
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

（
65
歳
以
上
は
10
分
間
歩
行
）

※
測
定
後
、
今
の
体
力
年
齢
が
分

か
る
シ
ー
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

【
運
動
講
座
】

～
体
力
が
向
上
す
る
運
動
・

ケ
ガ
を
し
な
い
運
動
方
法
～

　

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
「
健
康
管

理
」
と
「
ケ
ガ
予
防
」
の
専
門

家
＝
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー

ナ
ー
が
、
長
く
楽
し
く
運
動
を

続
け
ら
れ
る
コ
ツ
を
お
し
え
ま

す
。

■
講
師　

服
部
祐
介 

氏

（
日
本
体
育
協
会
公
認
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
）

■
問
い
合
わ
せ

＊
体
力
測
定
会
に
つ
い
て

生
涯
学
習
課

（
Fax
４
８
９
‐
５
４
０
０
）

＊
運
動
講
座
に
つ
い
て

　

保
健
福
祉
課

（
℡
４
８
９
‐
９
９
６
０
）
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■
中
央
公
民
館

２
日　
か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま
つ
く
り

９
日　
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
挑
戦
！

16
日　

つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う

23
日　
『
ど
う
ぶ
つ
し
ょ
う
ぎ
』

30
日　
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
あ
そ
ぼ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー

２
日　

お
休
み

９
日　

お
は
な
し
会

16
日　

フ
ラ
フ
ー
プ
を
し
よ
う

23
日　

な
わ
と
び
を
し
よ
う

30
日　
お
に
ご
っ
こ
で
あ
そ
ぼ
う

■
日
時　

３
月
19
日
（
土
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

（
受
付
は
14
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

工
作（
万
華
鏡・ま
が
玉
・

プ
ラ
バ
ン
・
木
の
お
も
ち
ゃ
等
）

＊
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

＊
15
時
よ
り
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

　

（
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
）

＊
お
や
つ
（
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
）
あ

り
ま
す
。

■
持
ち
物　

す
い
と
う

■
参
加
費　

す
べ
て
無
料

■
対
象　

小
学
生
、
保
育
園
児
及

び
保
護
者
の
方
（
保
育
園
児
は

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
参
加
お

願
い
し
ま
す
。）

■
事
前
申
し
込
み　

必
要
な
し

■
問
い
合
わ
せ　
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】　　

じ
ど
う
か
ん
ま
つ
り　
　

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

桑
山
み
の
り
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

東
恵
莉
果
（
下
小
４
年
）

矢
動
丸
さ
ら
沙
（
下
小
５
年
）

【
２
０
０
冊
】

金
築
由
來
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

上
赤
坂
心
海
（
野
小
２
年
）

田
中
猛
寅
（
下
小
１
年
）

【
３
０
０
冊
】

前
部
屋
光
玖
（
下
小
６
年
）

【
５
０
０
冊
】

穂
谷
早
輝
（
野
小
１
年
）

【
７
０
０
冊
】

九
十
九
ば
に
ら
（
下
小
４
年
）

【
キ
ャ
プ
テ
ン

水
越
陸
（
野
上
中
３
年
）】

今
年
は
中
学
３
年
と
し
て
特
別

な
気
持
ち
で
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
を
む

か
え
ま
し
た
。
僕
自
身
、
体
調
不

良
の
た
め
出
走
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
紀
美
野
町
チ
ー
ム
は
７

位
入
賞
し
、
今
ま
で
と
も
に
頑

張
っ
て
き
た
３
年
生
の
走
り
や
、

成
長
し
た
後
輩
の
姿
に
感
動
し
ま

し
た
。
今
振
り
返
れ
ば
ジ
ュ
ニ
ア

駅
伝
に
出
会
い
、走
り
始
め
、ジ
ュ

ニ
ア
駅
伝
と
と
も
に
走
り
続
け
た

５
年
間
で
し
た
。
そ
の
５
年
間
、

様
々
な
人
に
支
え
ら
れ
、
様
々
な

こ
と
を
学
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
今
の

自
分
が
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
糧
に
高
校
で
も
走
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
、
監
督
、
コ
ー
チ
、
先
生

方
、
そ
し
て
ど
ん
な
時
も
励
ま
し

て
く
れ
支
え
て
く
れ
た
仲
間
や
家

族
、応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
紀
美
野
町
チ
ー

ム
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
監
督　

大
岩
勝
良
】

今
年
も
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・
沿

道
、
た
く
さ
ん
の
応
援
を
し
て
頂

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
応
援
の
お
か

げ
で
今
年
は
見
事
７
位
入
賞
、
町

１
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を

残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
今
の
少
子
化
の
影
響
で
、

走
っ
て
く
れ
る
選
手
も
年
々
減
少

し
、
一
人
ひ
と
り
へ
の
負
担
が
と

て
も
大
き
く
な
っ
て
く
る
中
で
、

皆
さ
ん
よ
く
走
っ
て
く
れ
た
と
思

い
ま
す
。
特
に
中
学
校
３
年
生
は

非
常
に
大
変
な
時
期
で
あ
り
な
が

ら
出
場
し
て
、
チ
ー
ム
を
支
え
る

大
き
な
幹
と
な
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
来
年
も
先
輩
が
築
い
て

き
た
伝
統
の
【
走
魂
】
で
走
り
ま

す
。
町
中
で
走
っ
て
い
る
子
ど
も

達
を
見
か
け
た
時
に
は
、
温
か
い

ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

☆
７
位
入
賞
・
町
１
位　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
15
回
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
を
終
え
て
…

2 月 3 日（水）福祉センターで、「紀の国わかやま国体」
紀美野町実行委員会第 4 回総会が開催されました。

開会の冒頭あいさつに立った寺本町長は、「昨年10 月
に開催された、紀の国わかやま国体ホッケー競技会の開催
にあたり、ご支援・ご尽力を賜りました多くの町民の皆さ
ん、そして関係機関・団体の皆さんに深く感謝申し上げま
す。今後は、国体の開催を通じて紀美野町を全国に発信
する機会を得たことを活かし、町民・行政・団体の協働に
よるまちづくりをさらに進めてまいりたいと思っており
ますので、引き続き
あたたかいご支援ご
協力をお願いいたし
ます。」と述べまし
た。

その後、議案の審
議に入り、実行委員
会の事業報告・収支
決算、実行委員会の

解散などについて審議が行われ、すべての議案が可決され
ました。その結果、「紀の国わかやま国体」紀美野町実行
委員会は、平成28年3月31日をもって解散することが決ま
りました。

また、事務局において大会報告書を作成し、中央公民館
図書室や文化センター図書室に備え付けますので、ぜひご
覧ください。

～たくさんの感動をありがとう！～　　　　国体実行委員会解散総会
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ー　わが町サークル　ー
「小川着物着付けサークル」

「自分で浴衣を着たいね！」そんな一言から始まった着物着
付けサークルです。
私たちは、小川郷土芸能保存会（傘踊り）のメンバーを中心
に集まりました。傘踊り披露の度に、衣装の浴衣を着るのに四
苦八苦。そこで、一発奮起して練習を開始。今は小紋の着物に
お太鼓の帯結びを練習しています。これからもどんどん着物の
輪（和）を広めていきたいと思っています。
みなさんもぜひ一緒に、箪笥の奥に眠っている着物に、袖を
通してみませんか。

■日時　
　毎月第2金曜日
　19時～21時30分
■場所　
　小川地区公民館
　和室
■問い合わせ　
　小川地区公民館

１
月
22
日
（
金
）
農
村
総
合
セ

ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
に
て
紀

美
野
町
新
春
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
35
名
（
男
性
14

名
、
女
性
21
名
）
が
参
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
14
ホ
ー
ル
で
ス
コ
ア
を
競

い
ま
し
た
。　
　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
数

字
は
ス
コ
ア
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
男
性
の
部
】

優　

勝　

南
條
俊
樹
（
毛
原
宮
）
42

準
優
勝　

萩　

圭
弘
（
安
井
）
50

３　

位　

前
中
徹
哉
（
永
谷
）
53

【
女
性
の
部
】

優　

勝　

橘
本
陽
子
（
毛
原
宮
）
47

準
優
勝　
妹
背
ト
ミ
コ
（
神
野
市
場

）
49

３　

位　

山
本
芳
子
（
福
田
）
50

２
月
６
日
（
土
）
７
日
（
日
）

の
２
日
間
、
志
賀
野
地
区
公
民
館

で
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
例
年
の
サ
ー
ク
ル

活
動
発
表
、子
ど
も
た
ち
の
作
品
、

地
域
一
般
の
方
の
作
品
に
加
え
、

み
さ
と
天
文
台
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
天
体
望
遠
鏡
を
お

借
り
し
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
た
く
さ
ん
の
方
に
望
遠
鏡
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
初
出
品
の
作
品
も
あ
り
、
来

場
者
の
方
々
の
お
話
も
弾
ん
で
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

紀
美
野
町
中
央
児
童
館　

美
馬
英
子 

氏

１
月
19
日
（
火
）
県
民
交
流
プ

ラ
ザ
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
に
て
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
和
歌
山
県
児
童
館

連
絡
協
議
会
会
長
か
ら
県
児
童
健

全
育
成
活
動
功
労
者
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

美
馬
氏
は
、
児
童
厚
生
員
と
し

て
30
年
間
熱
心
に
児
童
健
全
育
成

活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
受
賞
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
27
年
度
新
春
ゲ
ー
ト
ゴ

ル
フ
大
会
結
果

和
歌
山
県
児
童
健
全
育
成

活
動
功
労
者
表
彰　

受
賞

と
答
え
る
ん
や
。
ほ
い
て
、
お
じ

い
さ
ん
に
、

『
お
じ
い
さ
ん
は
、い
つ
で
も
し
ょ

う
じ
き
で
え
え
人
や
か
ら
、
し
ば

そ
こ
へ
お
い
て
、
わ
た
し
の
家
へ

来
て
く
だ
さ
い
。』

と
言
う
ん
で
、
お
じ
い
さ
ん
は
お

ふ
く
さ
ん
の
あ
と
に
つ
い
て
行
っ

た
ん
や
。

し
ば
ら
く
山
道
を
登
っ
て
行
く

と
、
大
き
な
岩
が
あ
っ
て
、
そ
こ

に
入
口
が
あ
る
ん
や
。
中
へ
入
る

と
広
い
部
屋
が
あ
っ
て
、
口
が

き
ゅ
う
と
と
が
っ
た
顔
を
し
た
ひ

と
り
の
男
の
子
と
、
そ
れ
に
六
人

の
女
の
子
が
待
っ
て
い
る
ん
や
し

て
。み

ん
な
は
、

『
お
じ
い
さ
ん
、
よ
う
来
て
く
れ

ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
遊
ん
で
い
っ

て
く
だ
さ
い
。』

と
、海
や
山
の
ご
ち
そ
う
を
、ど
っ

さ
り
出
し
て
く
れ
る
や
ら
、
歌
を

う
た
っ
た
り
、
お
ど
り
を
お
ど
っ

て
く
れ
る
や
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
は

に
ぎ
や
か
に
も
て
な
し
て
く
れ
た

ん
よ
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、

日
も
く
れ
て
き
た
ん
で
、
さ
あ
帰

ろ
う
と
思
て
お
礼
言
う
た
ら
、
お

ふ
く
さ
ん
は
、

『
何
も
お
み
や
げ
が
な
い
の
で
、

ど
う
か
あ
の
口
の
と
が
っ
た
男
の

子
を
つ
れ
て
帰
っ
て
く
だ
さ
い

な
。
何
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
火
を

た
く
く
ら
い
の
こ
と
な
ら
、
ち
ゃ

ん
と
で
き
ま
す
か
ら
。』

と
言
う
て
く
れ
る
ん
で
、
そ
の

男
の
子
を
つ
れ
て
家
へ
帰
っ
た
ん

や
。

（
続
き
は
四
月
号
へ　

の
か
み
の
民
話　

第
二
集
よ
り
）

ひ
ょ
っ
と
こ
の
面

夏
休
み
す
ん
だ
ら
運
動
会
の
れ

ん
習
に
か
か
ら
ん
な
ん
ね
。
運
動

会
が
す
ん
だ
ら
、
志し

賀が

野の

の
お
宮

の
秋
祭
り
や
。
そ
の
と
き
、
面
を

か
ぶ
っ
た
天て

ん

ぐ狗
と
し
し
が
出
て
来

て
お
ど
る
ん
や
。
し
し
の
お
ど
る

は
た
で
、
子
ど
も
が
七
人
い
る
け

ど
、
そ
の
う
ち
一
人
だ
け
、
口
の

と
が
っ
た
面
か
ぶ
っ
た
子
が
い
て

る
ん
や
。
そ
れ
は
「
ひ
ょ
っ
と
こ

の
面
」
て
言
う
て
、
言
葉
の
も
と

は
、「
火
男
の
面
」
や
。
火
を
た

き
つ
け
る
と
き
の
顔
し
て
ん
の

や
。
祭
り
に
そ
の
面
を
つ
け
て
お

ど
る
さ
け
、め
で
た
い
面
や
し
て
。

今
の
神
戸
市
の
北
に
阿お

た

ふ

く

や

ま

多
福
山

と
い
う
山
が
あ
っ
て
、
そ
の
ふ
も

と
の
村
に
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば

あ
さ
ん
が
住
ん
で
た
ん
や
。

お
じ
い
さ
ん
は
心
が
け
の
え
え

人
で
、
み
ん
な
の
た
め
に
、
道
が

悪
な
っ
た
ら
直
し
、
水
が
出
て
谷

に
ご
み
が
た
ま
っ
た
ら
、
そ
の
ご

み
を
そ
う
じ
す
る
し
、
い
ろ
ん
な

き
た
な
い
も
の
は
、
や
い
て
し
ま

う
し
、
え
え
こ
と
ば
っ
か
り
す
る

ん
で
、
村
の
人
た
ち
は
い
つ
も

『
あ
の
お
じ
い
さ
ん
に
は
感
心
す

る
な
あ
。』

と
話
し
合
う
て
い
た
ん
や
。

あ
る
日
の
こ
と
や
。
山
で
し
ば

か
っ
て
帰
る
と
中
で
、
ひ
と
り
の

女
の
子
に
出
会
う
た
ん
や
。

お
じ
い
さ
ん
は
、
女
の
子
に
、

『
あ
ん
た
は
な
ん
と
い
う
名
や
。』

と
聞
く
と
、

『
は
い
、
お
ふ
く
と
い
い
ま
す
。』

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
十
五

志
賀
野
地
区
公
民
館
作
品
展
示
会
盛
大
に
開
催



13 2016. ３

  学校だより
　『3月行事について』

紀美野町立野上中学校

学校の大きな節目の行事である卒業式を、3月９
日（水）に挙行いたします。９年間の義務教育を終
え、今年度 57名が学び舎を巣立っていきます。
卒業式の前には、在校生が、卒業生に今までの感
謝の気持ちを伝え、いっしょに楽しいひと時を過ご
そうとの思いから、生徒会執行部を中心に『予餞会』
を計画しています。ゲストを迎え、執行部作成のゲー
ムで遊んだり、３年生にくす玉と合格祈願の千羽鶴
を贈り、全校生徒で卒業記念スライドを見ながら、
先輩との楽しかった学校生活を振り返りたいと考え
ています。
卒業式では、校歌で気持ちが高まり、在校生の送
辞、そして卒業生の答辞で感極まって、全校合唱で
涙、感動の式典となることでしょう。
本年度も、生徒会を中心に、２月から予餞会の取
り組みが始まっています。３年生の輝かしい門出を
在校生全員で創りあげていきます。

歌
　
の
　
小
　
道

我
が
影
の
日
に
一
万
歩
日
脚
伸
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

着
ぶ
く
れ
の
一
枚
脱
ぐ
に
ペ
ン
を
置
き
　
　
　
　
　      

岩
間
文
鳥

枯
木
星
メ
タ
セ
コ
イ
ア
に
透
け
に
け
り
　
　
　
　
　      

鈴
木
惇
子

子
ら
去
り
て
我
も
薄う

す
ら
い氷

割
つ
て
み
る
　
　
　
　
　
　      

今
野
昭
子

立
春
の
回
廊
に
敷
く
緋ひ

毛も
う

氈せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
な
を
み

寒
月
の
世
俗
の
色
を
捨
て
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
隆
之

仏
壇
も
こ
た
つ
も
あ
り
て
一
間
か
な
　
　
　
　
　
　   

口
井
ト
シ
子

公
転
と
自
転
を
重
ね
星
冴
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　      

田
代
哲
郎

物
語
始
ま
る
予
感
梅
探
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

湯
上
ひ
と
み

箸
置
に
梅
の
小
枝
を
小
料
理
屋
　
　
　
　
　
　
　
　      

原
　
和
代

鶴
発
ち
て
鏡
の
ご
と
き
水
面
か
な
　
　
　
　
　
　
　   

木
原
ま
り
子

聞
く
度
に
心
は
重
く
沈
み
た
り

　
　
　
　
酷む

ご

き
事
件
を
何
度
も
報
ず
　
　
　
　
　
　
　
竹
本
セ
ツ
子

真
夜
中
に
拍
子
木
の
音
聞
こ
え
く
る
　

　
　
　
　
こ
の
寒
空
に
守
ら
れ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
段
木
幸
代

く
ら
し
の
音
の
有う

ぞ

う

む

ぞ

う

象
無
象
の
収
ま
り
て
　

　
　
　
　
山さ

ん

野や

眠
れ
り
繭ま

ゆ

月づ
き

の
光か

げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
綾
子

正
月
の
風
の
温
き
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
　

　
　
　
　
黄
の
バ
ラ
咲
け
り
豊ゆ

た

け
く
咲
け
り
　
　
　
　
　
吉
村
紀
子

ひ
ざ
掛
け
は
嫁
に
賜た

ま

い
し
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
　
　
動
か
ぬ
足
も
少
し
や
わ
ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
横
出
圭
子

寒さ
む
ざ
む々

と
澄
み
し
大
空
見
上
ぐ
れ
ば

　
　
　
　
白
鷺さ

ぎ

一
羽
山
へ
消
え
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
ふ
み
代

初
場
所
に
十
年
ぶ
り
の
初
優
勝

　
　
　
　
琴こ

と

奨し
ょ
う

菊き
く

は
祖
国
の
誇
り
　   

　
　
　
　
　
　
　
森
下
玉
子

寒
波
ゆ
る
み
今
朝
の
太
陽
ほ
っ
こ
り
と

　
　
　
　
衣
干
す
背せ

な

を
や
さ
し
く
包
む
　
　
　
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

声
変
り
す
る
日
も
近
し
春
の
使
者

　
　
　
　
ま
だ
幼
鳥
の
君
こ
こ
に
居
る
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
吉
信

は
な
れ
住
む
あ
の
人
こ
の
人
に
想
い
は
せ

　
　
　
　
恋
し
さ
つ
の
る
老
い
の
日
々
な
る
　            

松
本
久
子

  天文台だより
　『この１０年に感謝、来たる１０年も一緒に』
	 矢動丸　泰（天文台長）

みさと天文台は歴史の半分を紀美野町教育委員
会の一員として活動してきました。学校現場では、
通常の授業だけでなく、特別な天文現象（例えば
2012 年金環日食）の際には町内全小中学校を訪問
し、全員に日食メガネを作ってもらったりもしまし
た。一般の方向けの生涯学習では、「ふれあいサロン」
や町民大学講座などで話題提供を続けています。
この 10年で周囲との関係に大きな変化がありま
した。星空サークルや友の会の活動をはじめ、地
域の方々との共催イベント（結婚式、スターパー
ティー）を実施しました。こうした活動が功を奏し、
おかげさまで、横ばい傾向の来台者数が少しずつ増
えてきています。
紀美野町の皆さんが暖かく見守ってくださったか
らこそ今日まで活動してこられました。皆さんのご
支援・ご協力に深く感謝します。と、振り返ってば
かりもいられません。この先の 10年、日本一の公
開天文台をめざし、これからも皆さんと一緒に頑
張っていきます。

星空サークル
（毎月第２水曜）
では、中央公民
館駐車場で星を
見上げます。 【平成26年度予餞会の様子】
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尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
た
め
に
、
あ
な
た
も
受

講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
内
容

（
１
）心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

こ
と

■
講
習
時
間　

９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３
時
間

講
習
で
す
。

■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　

無　

料

■
申
し
込
み
期
限

　

３
月
20
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　

紀
美
野
町
消

防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
１
日
（
火
）
か

ら
７
日
（
月
）
ま
で
の
７
日
間
に

わ
た
り
、
全
国
一
斉
に
「
春
の
火

災
予
防
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
る
こ
と
に
よ
り
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の

発
生
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
住
民
一
人
ひ
と

り
が
こ
の
運
動
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
日
頃
か
ら
身
近
な
家
庭
、
地

域
、
職
場
等
に
お
い
て
防
火
を
心

掛
け
る
こ
と
が
、
火
災
か
ら
あ
な

た
を
守
る
近
道
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
又
、「
春

の
火
災
予
防
運
動
」
の
最
終
日
に

あ
た
る
、
３
月
７
日
は
『
消
防
記

念
日
』
で
す
。
次
に
揚
げ
る
「
い

の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

を
特
に
留
意
し
、
火
災
の
発
生
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

国
内
に
お
け
る
林
野
火
災
は
、

例
年
春
先
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
春
先
に
林
野
火
災
が
多
い
の

は
、
枯
草
が
地
上
に
積
も
り
、
下

草
も
枯
れ
て
い
る
う
え
、
降
水
量

が
少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、
季

節
風
が
吹
く
な
ど
林
野
火
災
が
発

生
し
や
す
い
気
象
条
件
と
な
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
、
山
菜
採
り
や
森

林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ

り
入
山
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

林
野
火
災
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど

が
、
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
取

扱
い
の
不
注
意
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火

を
し
な
い
こ
と

・
喫
煙
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

行
い
、
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す

と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ

と
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
火
を
使
用

す
る
場
合
に
は
、
指
定
さ
れ
た

場
所
で
行
い
、
そ
こ
を
離
れ
る

時
に
は
、
完
全
に
火
を
消
す
こ

と
・
各
自
の
ゴ
ミ
は
、
指
定
さ
れ
た

場
所
に
捨
て
る
か
持
ち
帰
る
こ

と
・
火
気
を
使
用
す
る
場
合
は
、
周

囲
の
可
燃
物
の
状
況
に
十
分
注

意
す
る
と
と
も
に
消
火
用
の
水

等
を
必
ず
用
意
す
る
こ
と

・
強
風
注
意
報
や
乾
燥
注
意
報
な

ど
が
発
表
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
火
気
の
使
用
は
差
し
控
え

る
こ
と

森
林
は
、
地
球
温
暖
化
の
主
な

原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

し
、
生
命
に
必
要
な
酸
素
を
供
給

す
る
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
一
度

焼
失
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
回
復

に
は
長
い
年
月
と
多
く
の
労
力
を

要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
貴
重

な
人
命
や
財
産
を
火
災
か
ら
守
る

た
め
、
林
野
で
の
火
気
の
取
扱
い

に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

１月の消防の動き
●火災発生件数…0件　
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 34（　）
一 般 負 傷
交 通 事 故 ２（１）

８（　） ８（　）

３（　）そ の 他
合 計 47（１）

（　）

（　）
　（　）

（　）
　（　）

34（　）

２（１）
３（　）
47（１）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
4
月
3
日（
日
）

平
成
28
年

春
の
火
災
予
防
運
動

林
野
火
災
を
防
ご
う
！
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ようやく寒さも和らぎ、下旬には桜が咲く予想、景色が
春色に変わる３月です。散歩の途中、土から出たばかりの
野花を見ていると、エールを送ってくれているようで、自
然と笑みがこぼれます。

我が家では桜茶は慶び事の時に利用しているのですが、
訪問先でさり気なくこのお茶を出してくれたりすると、淡
いパステルカラーの花びらが心を和ませてくれます。

３月は年度末でもあり、色んな立場で「卒業」を迎える
人が多いのではないでしょうか。桜の咲く頃、桜茶で卒業
に花を添えてみてはいかがでしょう。

桜の花の塩漬け
（材料）

桜の花（八重桜の七分咲き）　２００ｇ
白梅酢（又は酢）　1/3カップ
粗塩（下漬け用４０ｇ、まぶし用大さじ４）

（作り方）
１、桜の花は花弁を散らさないようにたっぷりの水で

サッと洗い、水気をきる。　　　　　　　　　　
２、容器に粗塩を振りながら（１）の桜の花を漬け、

落とし蓋をして重石４００ｇ（桜の花の重さの２
倍）をする。

３、（２）の塩が溶けて水が上がったら花を両手で軽
く押さえて汁気を絞り、そっとほぐす。

４、容器に（３）の花を入れ、白梅酢を注ぎ、落とし
蓋をして（２）と同じ重さの重石をし、約１週間
漬ける。

５、（４）の漬け汁をきり、丁寧にザルに並べ、少し
湿り気が残るくらいに陰干しする。

６、（５）に粗塩（大さじ４）をまぶし、保存瓶に詰
めて冷暗所で保存する。

＊お茶で飲む時は、サッと洗って塩を落とし、お湯を
注いでください。

産業課より

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第68回）

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）

3日（木）11:00 〜 犬ねこの飼い方講習会【１３日（日）・２７日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489－6500

6日（日）13:00 〜 紀美野町誕生１０周年記念式典 文化センター 総務課 489－5912

〃 14:30 〜 第36回町民大学講座 文化センター 生涯学習課 489－5915

9日（水） 町内各中学校卒業式 総務学事課 489－5910

  10日（木）・29日（火） 移動町長室 美里支所 総務課 489－5912

住民室 495－3471

13日（日） 9:00 〜 生石高原山焼き 生石高原 産業課 489－5901

〃 9:00 〜 パークゴルフチャンピオン大会 ふれあい公園 生涯学習課 489－5915

〃 14:00 〜 天文教室「8ｍ電波望遠鏡10周年」 みさと天文台 みさと天文台 498－0305

17日（木）13:00 〜 行政相談【～ 15：00】 中央公民館 総務課 489－5912

美里支所 住民室 495－3471

18日（金） 町内各小学校卒業式 総務学事課 489－5910

19日（土）13:30 〜 じどうかんまつり【～ 15:30】 中央公民館 青少年センター 489－5909

20日（日）14:00 〜 文化センター自主事業・第37回町民大学講座

「秋川雅史コンサート」 文化センター　 文化センター　 495－9055

25日（金） 町内こども園・保育所卒園式 保健福祉課 489－9960

27日（日） 9:00 〜 町民体力測定会＆運動講座 スポーツ公園 生涯学習課 489－5915

３月

編 集 後 記
３月は卒業（園）シーズン。町内では９日の中学校を皮切
りに、小学校、保育所でそれぞれ卒業 ( 園 ) 式が行われ、多く
の方々が巣立たれます。４月から新しい学び舎で、希望を胸
にがんばってください。
また、１３日（日）には春の風物詩「生石高原山焼き」が行
われます。雄大な山焼きを一目見ようと多くの観光客でに
ぎわうことでしょう。

紀美野町の人口

（平成28年１月末現在）

紀美野町面積128.34km2

総人口………… 　9,565人
 …………　男　 4,439人
 …………　女　 5,126人
 …………数帯世 4,418世帯
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広

報
き

み
の

　
第

1
2

3
号

広　告

２
月
21
日（
日
）に
第
15
回
市
町

村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
町
か
ら

２
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
10
区
間

21
・
１
㎞
（
紀
三
井
寺
～
和
歌
山

県
庁
間
）の
コ
ー
ス
を
小
学
生
４

人
、
中
学
生
６
人
が
チ
ー
ム
31
名

の
思
い
を
込
め
て「
た
す
き
」を
つ

な
ぎ
ま
し
た
。

出
場
45
チ
ー
ム
中
、
Ａ
チ
ー
ム

は
第
７
位
入
賞
し
、
さ
ら
に
町
で

は
１
位
と
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
ま
た
Ｂ
チ
ー
ム
も
26
位
で
大

健
闘
し
ま
し
た
。
な
お
、
第
１
区

を
走
っ
た
樋
瀬
翔
希
選
手（
野
上

中
学
校
２
年)

は
区
間
３
位
で
区

間
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

以
下
は
各
区
間
の
選
手
で
す
。

【
Ａ
チ
ー
ム
】

■
１
区　

樋
瀬
翔
希（
野
上
中
学

校
２
年
）■
２
区　

東
浦
史
歩（
野

上
中
学
校
１
年
）■
３
区　

西
谷

美
咲（
野
上
小
学
校
６
年
）■
４
区

森
下
日
和（
野
上
中
学
校
１
年
）

■
５
区　

吉
見
侑
輔（
野
上
中
学

校
２
年
）■
６
区　

西
井
華
心（
野

上
小
学
校
６
年
）■
７
区　

宗
和

優
斗（
野
上
小
学
校
６
年
）■
８
区

坂
口
美
瑠（
野
上
中
学
校
３
年
）

■
９
区　

中
前
吉
広（
下
神
野
小

学
校
６
年
）■
10
区　
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今年の生石高原山焼きを、下記のとおり実施します。
山頂笠石周辺に観光客のための観覧場所を設けております

ので、是非ご来場ください。
●日　　時　　3月１３日(日) 9：00～13：00
　　　　　　 （悪天候の場合は3月20日(日)に延期）
●場　　所　　生石高原笠石を中心とするススキ草原区域
●行事内容　　

開会式(開会・来賓の挨拶)・・・・・・  9:00～
点火式(太鼓演奏・点火)・・・・・・・  9:20～9:30
山焼き(ススキ草原93,140㎡)・・・・・  9:30～13:00
ぜんざいコーナー  ・・・・・・・・・  10:00頃から

（無くなり次第終了）
●実施団体　　主催：有田川町・紀美野町
　　　　　　　後援：和歌山県
　　　　　　　協力：紀美野町小川地区・有田川町生石区

　　　　紀美野町消防団・有田川町消防団・
　　　　山の家おいし

【お問い合わせ】
　紀美野町産業課　℡　073-489-2430（代表）
　　　　　　　　　℡　073-489-5901（直通）

生石高原山焼きのお知らせ

第15回市町村対抗ジュニア駅伝競走大会
紀美野町ジュニア駅伝代表チーム

お見事　 総合７位と町１位　
紀美野町ジュニア駅伝代表チーム

お見事　 総合７位と町１位　
紀美野町ジュニア駅伝代表チーム

お見事　 総合７位と町１位　


